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室 谷 賢 治 郎
今回,緑 丘学 園につなが る各位が研究論文を持 ち寄 って,私 の小樽商 科大
学奉職40有余年 の退職を記念す るための商学討究特集 号を発行す る運 び とな
った。学界 に籍を有つ私 に とって,こ れ ほ ど光栄 の ことは ない。諸 彦の騨 尾
に附 して,私 も経営経済学 徒 と しての反省 を綴 り,こ の新興の科学 の前進 に
願は くは道標 を置いて見た い。
回顧す る と,私 が今の一橋大学の前 身東京商科大学の学生時代に,こ の学
問につ いて故法学博士上 田貞次郎教授(1879-1940)の講笹 に列な ったのは,
大正9年(1920年)の ことで ある。そ の時か ら起算 して今 日現在は,45年経
過 した ことにな る。「経済学五十年」(1)を詳 らかに語 る東 大名誉教授,経 済学
博士大 内兵衛 氏や,「経営学 五十年 の展 開」α)を説 く神戸大学 名誉教授,経 営
学博士平井泰太 郎氏 には数年及ぼ ないけれ ど も,日 本 の社 会科学 の歴史的背
景 にかんがみれば,ほ ぼ同時代に属す る と言 って差 支えない と思 う。
「経営におけ る五十年 の進歩」FiftyYearsProgressinManagementと題
して索引を含 め330ページに亘 る巨篇が,ア メ リカで1960年に 公 刊 された
けれ ど も(3),これは アメ リカ機械技師 協会ASME(AmericanSocietyof
MechanicalEngineers)カミ提 供 した報告を10年 毎の累積 の形 式で,1910年
乃至1960年に示 された経営 の技術 及 び 科学 の発展を編述 した もので,云 わ
ば事典 に類す る 精密 な資料 であ る。 そ して この場合に 取扱 われ てい る 年代
が,ま た私 自身取組んで来た 過 去 と 相 距 ること 甚だ大 でない と 見 て宜 かろ
う。
上 田貞次郎博士は,わ が 国の経営学徒 な らば誰れ しもが知 る通 り,日 本で
経営 に関す る研究 を,経済学 的に最初 に始 めた先 駆者の第一人者で,既に明治
2 商 学 討 究 第16巻 第2号
40年代に 国民経済学 と引離 して商事経営学 を独立の学科 に体系化 しよ うと努
力 された(4)真摯 篤実な学者 であ る。併 し,博 士 自 らの言明に よれば(5),その
ことは 「不可 能 かつ 不必要であ る と感 じ,一 般経済学 の 広汎 な立場か ら企
業 を見 る」のが 博 士の商工経営論 と 名付け る学科 と なったので あ る。 従 っ
て私 の聴講 した年 次の 上 田博士 担当の 商工経営 の内容は,ド イ ツ学者 シ ュ
モ ラーG・Schmollerの大著 『一般経済学原理』Grunalrissaerallgemeinen
1701hsouiTtschaftslehreの中の 「企業」 に 関す る章の紹述 と,イ ギ リス の 産業
革命 以降の労 資問題 の解 明 とを主眼 とす る ものであ った。前者 につ いては,
後年 上 田博士 の高弟故増地庸治郎博士(1896-1945)が『シ ュモ ラー企業論』
の訳書を出版 したけれ ども(6),これは上 田博士 が当時の増地助手 に勧奨 して
校訂 した所産 に他 な らな い。 而 も上 田博士 は引続 き増地助手 と増地氏の学友
愼原 覚商学士 との 共訳 で リー フ・マソR・Liefmannの『企業形態論』Die
Untemehmungsformenの第二版 を公刊 させ て,再び序文 を執筆 してお られ るの。
また私共 が上 田博士か ら受講 した時の後 半に当 る産業革命 に関 しては,当
時の小樽 高等商業学校 ・山 口高等商業学 校並びに文 部省や 協調会の講習 会に
おいて も招聰 を受け て出講 し,そ れの整備 され た著が 『英 国産業革命史論』
とな って洛陽 の市価 を高 めた ものであ る(8)。この名著は,イ ギ リスの アーノ
ル ド。トイ ソ ピー・一一ArnoldToynbee(1852-1883)の不朽の遺作 『第十八世
紀に おけ るイギ リスの産業革命』ThelndustrialRevolution(ゾtheEighteentlz
CenturyinEnglandが世界 の識者 を啓発 した と同様に,日 本の学界に刺激 を
与 え るところ少な くなか った。 さればわが国で破 天荒 ともい うべ き出版計画
を昭和初期に敢行 した改造社 は,全62巻 の経済学全集の一巻を上 田貞次郎著
『産業革 命史」(9)に充 て,『産業革命 史論』 を第一部に収め,博 士 の別著 『産
業 革命 史研究』(10)をその第二部 に配 してい る。
ところで,私 共 が一橋橋畔 の赤煉瓦の建物で興趣深 く拝聴 した上 田博士 の
商工経営の講義 は,昭 和4年 千倉書 房発行 の 『商学全集』 の 中 に 『商工経
営』の書名を以て公に され(il),超えて昭和12年 東 洋出版社発行 の 『経営学
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全集』の中に 『経営経済学総論』の 名を 冠 して一一般に弘め られた(12)。妓に
『経営経済学総論』の上田博士執筆の序か ら,次 の一,二 箇所を摘記 して置
く必要を感ず る。
「顧みれば著者が始めて経営学の建設に志 したのは今か ら35年前東京高等
商業学校に在学 した頃であった。最初の欧洲留学か ら帰って同校に 『商工経
営』の講義を開いてか らで も,既 に28年になる。当時は欧洲においても二,
三の国に商科大学が始めて設け られ,少 数の学者が経営学の旗揚げをな した
時代であって,そ の研究は形式 ・内容 ともに頗 る不備であった。バー ミソガ
ム大学のアシュレー教授 の 学風は 著者の最 も多 く共鳴 した ところであった
が,或 時独逸の経営学につき 色 々話 し合った際に,「経営学は 何れの国でも
まだ少 しも一定の形態をな してゐないのだか ら,君 も他人の真似をせずに独
創的に考へた らよか らう」 といはれた ことを今 日も記憶 してゐる。かや うな
次第で,経 営経済の研究及び教授が,日 本で も外国で も非常に盛んになった
今 日に至って昔を顧れば,実 に隔世の感がある。著者は この長い年月経営の
研究にたつさは りなが ら,僅かに本書に示す貧弱な成績を収むるに過 ぎなか
ったことを漸塊に堪えないのである。 しか し以前には外国の状態が右の如 く
であったのみな らず,我 国でこの学を講ず るものは久 しい間自分一人 しかな
かった。その上我国の学界に人が少なか ったので,不 肖の如 きもこの一学科
に専念す るを許されず,自 分の興味は却 って経済政策及び社会問題の方に惹
付け られ ることが多か ったのである。
(中略)読 者は本書により全部を学ばん とす る態度をすて,本 書の中か ら
自己の研究上のヒソトを得 るや うに して もらひたい。特に経営経済学の如き
新 しき学問は,学 習すべきものでな くして研究すべ きものだといふ ことを自
覚 して もらひたい。
(中略)著 者は今か ら7年前に商科大学におけ る自分の講義の草稿をまと
めて,『商工経営』 といふ表題の下に出版 した。 本書はその表題を改めたけ
れ ども,実質的には別著ではない。 しか し第一章,第 二章は殆 ど全部を書 き
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改 め,又 全巻を通 じて加筆 した ところが頗 る多 い 。」
私は今に してMetropolisTokyoの都心 に当 る一一ツ橋の大学・ 英語 に直
訳すればOnebridgeUniversityで,日本経 営学 の 創建者上 田貞次郎先
生の馨咳に接 し,先 生の 「読書 ・見学 ・会談 ・討論 ・黙想 の成果」を摂取 し
得た ことを限 り無 き幸 福 と感ず る。唯だ,こ の学界 の大先 輩に対 し応 え るこ
との乏 しか った ことに汗顔 して寛 恕を乞ふのみであ る。改造社か ら分離独立
した東洋出版社 が既 に全22巻の会計学全集,全12巻 の基礎 経済学 全集 を刊行
した後,昭 和9年 上 田先 生を監修者 とす る全25巻か ら成 るわが国最初 の経営
学全集 を発免 した時,上 田先 生は私 に総論篇の 中の第7巻 『経営金融論』 を
執筆す るよ うに指 示 されたが,命 に よって 完稿 公刊 された 私の成果は ㈹,
旧師 の学恩に酬 い得 るものか否 か頗 る疑わ しいのであ る㈹ 。
さて私が大正12年(1923年)の春,一 橋の 同窓会員新入の歓 迎会の末端 に
列 な り,橋 畔の如 水会館大 ホールの一夜を忘れ難い思出 として,郷 土北海 道
に おけ る唯一の専門学校 た る小樽高等商業学 校の教壇 に立 つ こととなった と
き,赴 任勿 々に担当を 委 嘱 された授業 は,商 工経営 ・商業史 及 び 原書講読
(分科 と称 した)の 三科 目で あった。商業史の ことは姑 く描 いて,商 工経営
の講義は邦書で参 考書 も見 当 らない頃であ ったか ら,講 義案 の準 備には並大
抵でない苦悩 を嘗めた ことを告 白せ ざ るを得ない。分科 には学校 の教務部か
ら予 めA・Marshall:Economics(ゾTndustriy(15)を使用す る様 に との指示を
受けたが,往 時の 日本の 官立学校では新米の学士 の講師 に,こ れ だけの負担
を させ る実情 であ った ことを書 き留め て置かなけれ ばな らない。両三年 後,
上京の折如水 会館の ロビーで上 田先生に,担 当科 目の ことを話 した ところ,
先生か ら 「よ くもそれ だけ持 て ます ネ」 と誠 刺 され た ことを覚 えてい る。
小樽高商では,私 の赴 任前に商工経営の講義を担 当 した教官は,ど の よ う
な内容を盛 っていたのか と言 えば,私 の赴 任 と行違 いに在外研究 に出発 され
た佐原貴臣教授 は,マ ーシャル の 大著IndastryandTrade(16)を紹述 し,
そ の訳書を故国への置土産 としたのであ った。佐原教授の前任の担当者 に遡
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ると,ア メ リカの科学的管理法をわが国で逸 早 く紹介 した 国松豊教授が お ら
れ る。先 覚国松教授 は小樽高商創立 の時 以来の名教授で,創 立10周年 の記 念
式 典を終え るや,校 長渡辺龍聖博士 と共 に新設 の名古屋高商へ移 った方で,
経営 に関す る著述 にはわが国の古典 た るに値す るものが見 られ る㈹ 。
翻 って私 自身 の小樽の港湾を見下す商学 の殿堂 で,学 生に対 して行な った
講義 について告 白すれば,初 年 度(大 正12年度)は 企業形態 論を述べ るだけ
で精一杯で,そ れ も上記の リ・一フマ ン流の解 明を施す 以上 に 出 ることは 出来
なか った。先輩東京 商大の増地 庸治郎教授の著書 『企業 形態論』(18)の出版 さ
れ たのは昭和5年(1930年)の ことであ るし,ド イツの 二=一 ル ソベル ク商
大 の フ ィソダイゼ ンEFindeisen教授 の労作 『企業形態 論』(19)を入手 し得
たの も,偶 々同年私 が ベル リンに滞 留 して居た頃の ことで,何 れ も参酌 し能
わ なか った ことは勿論 であ る。企業形態の問題 は,平 時な らば民 間の私企業
を解説す ることに重点を置いて差 支えないで あ らうが,非 常時体制 を要請 さ
れ るよ うな 事態 の下にあ っては,再 考三 思の余地が 出て来 る。 この点に触
れ,私 は戦時中若 干の論 策を発表す る機会を与 え られ た`20)。
鎧 々た る白雪 に埋 もれ た冬 を送 り,黒 土の蘇 る緑 丘学 園の第二年 目を迎 え
た時,私 は商工経営 の新学年度 の講義案に,ド イツのベル リソ商大 の ニ ック
リシ ュ教授H・Nicklischの『経営学』1922年第5版(21)を紹述す る計画を
樹 てたが,こ れは講義 の進度 を徒 らに遅 らす のみで,消 化不十分 を自覚 し,
時間数の半ばに達す る前 に,前 年 の企業形態論を圧縮 して続け る仕儀 とな っ
た。 ニ ック リシュの この原書は,初 版 を1912年に上梓 し,文 献 史上 ドイッ経
営学 の端緒 を開いた もので,そ の前 年の1911年に出版 された 同大学の シ ェー
ヤ教 授J・EScharの 『一般商業経営学』(22)と共 に看過す ることを許 され な
い業 績に属す るとは,今 や学徒の周 く知 るところに属す る。因みに,1911年
は ア メ リカで テイ ラーF.W・Taylorの『科学 的管理 の諸原理』(23)が公刊 さ
れた画期 的な年 に当 り,こ の年(明 治44年)わ が緑丘学 園に小樽高等商業学
校が 明治 日本におけ る官立第五 の高商 として創立 され た ことも意味の無い こ
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とで ない と考え る。
春永 なえの緑丘教壇 第三年 の私は,講 義案 の内容 を全 く一変 し,ド イツ流
の経営学 と暫 く離れて,ア メ リカ流の マーケテ ィング原理 に転 じて見た。既
に ル伽 履 伽8と 銘を打 った書物が陸続 とアメ リカか らわが 国に渡来す る状況
であ ったか ら,私 は講義に新機軸を出す意図の下 に,先 づ マー ケテ ィングの
基本的な原書 に クラー クFred・ECIarkのPrinciPles()fMarketing(24)を持
出 した。 併 しMarketingとい う語 その ものには,日 本 に未だ適当 な訳が附
け られ てい なか った頃 の ことであ るか ら,私 は教室 で学 生に対 し 「マーケテ
ィソグは当分訳 さず に,そ の ままマー ケテ ィソグと唱え ることに したい」 と
声 明す る有様で,学 生は校外 で戯れ に 「室谷先生の頭 を叩いて見れば,マ ー
ケテ ィソグ ・マー ケテ ィソグの音がす る,ヨ ィ ヨィ」 と難す程 の空気 であっ
た。 マーケテ ィソグが配給一 分配供給 として学界 で一般 に通用す るよ
うにな ったのは,昭 和 に入 ってか らの ことであ る。
かか る生硬未熟 な私 の講義を教室 で受け なが ら,自 ら研 鑛を積 んで今や 日
本経営学界におけ る トップに立つ人が,西 野嘉一郎博士 であ り,山 本安次郎
博 士であ る。西野君が処女作 『事業財政分析観察法』を公に した時,私 はそ
の新刊紹介を執筆 し(25),また西野君 の 『近代株 式会社』の著について もブ ッ
ク レビ ューを怠 らなか った(26)。山本君 の処女作 『公社企業 と現代経営学』に
対 しては,私 は前記の拙稿 「公社論」 の篇中に 引用 した ことが あ り,山 本君
か ら両三年前 に私信で 「小樽で種 を蒔かれ,彦 根 で花 を咲かせ,京 都で実 を
結ぶ」 山本経営学の生成 を告 げ られた とき,改 めて私一個が 「一粒の麦死す
る」 自覚 を抱 いたわけ であ る。
少 し横道 に逸れたが,大 正15年(1926年)度の私 の第4回 目の講義案 は,
舞台 を新大陸 か ら 再 び 旧大陸 に旋廻 して,ア メ リカ流 の マーケテ ィングか
ら,イ ギ リス流の産業 組織 論に向け た。実 は前年度の終頃か ら始 めた次第 で
あ るが,J.M.Keynes監修のcambridgeEconomicHandbooksの中で,
D・H・Robertson担当執筆 の 著TheCont7010flnaustW(27)の産業組織探求
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のaPProachの仕 方に,特 殊の興味を誘 はれ た。同 じシー リーズのE・A・G・
Robinsonの著(28)は,別に原書講読 の時間に採 用 して,Robertsonの立場
と比較,論 評 を加えた。
大正15年は,日 本の経営学界 に とって一つの時期 を画 した年 と見 て宜 い。
それは この年,わ が 国の 教職 に在 る者 と 実務の経営者 とが 協カー 致 して商
学 ・経営学研究 のための学 会を創立 した ことと,経 営経済学 の名称 を冠 した
文献が始 めて公刊 された こととを指すのであ る。学 会は7月10日 東京丸 の内
生命保険会社協会において創立 会議 を開催 し,上 田博士 他4名 の発起者 の作
製 した会則原案 に基 いて審議 した。 この創立会議には,私 も小樽か ら出席 し
たが,出 席者は全国官立 ・私立学校25校の学 科担 当教 員45名であ った(29)。
議事 の進行 中,学 会の 目的 ・事業 等についての規定は,殆 ん ど原案通 りに円
滑に決定 されたけれ ども,会 名に関 してのみは,日 本商学会 とすべ きか,日
本経営学会 とすべ きかで大いに討論が交 され,約2時 間の後,投 票 を求め,
27票対12票で 日本経営学 会の 名称に落着 した次第 であ った。か くして成立 し
た学 会は同年11月下 旬東京 で第1回 大会を開 き,会 計士制度に関す る報告会
を一般公 開で催 し,更 に公開講演会を もった。そ の年報が 『経営学 論集』 で
あ る。 因みに学会 の会員数は,名 簿(昭 和2年1月25日 現在)に よれぽ342
名で,こ れ を昭 和40年11月1日現在の1,160名と比べ,転 た今昔の感に堪 え
ない ものがあ る。
同 じく大 正15年 の 事 績 と して 逸 目して な らないのは,『 経営経済学序
論』(30)と銘を打たれた新著が,増 地庸治郎氏 に よって 公 にされた こ と で あ
る。増地氏が この労作 の序文 において明言す る通 り,経 営経済学はわが 国に
おいては 「著書の表題 として も,大 学に於け る講義科 目と して も未だ嘗 て用
ひ られ たのを知 らない。而 して名称は単に称呼の問題 に止 ま らず して,内 容
の問題 であ る。 名は実の賓で なけれ ばな らない。」 この線 に沿 うた文献は,
昭和4年 の向井鹿松氏著 「経営経済学総論』 及び 池内信行氏著 『経営経済学
の本質』 であ り,昭 和5年 の佐 々木 吉郎氏著 『経営経済学 の成立』 であ る。
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池内 ・佐 々木の両先達が独 逸の伯林 大学の教室 で聴 講す る姿を,私 は屡 々見
かけ話 し合 ったのであ った。
妓 に大正15年(1926年)は,わが上 田博 士が 最 も同調 され たイギ リスの ア
シ ュレー教授が 『経営経済学」BusinessEconomics(31)と名付け る一書を公刊
した ことに注意を払はなけれ ぽな らない。 良識 の上に洗練を加 えた典 型的な
イギ リス学者 ア シ ュレー(1860-1927)は,而立の齢を境に 既 に名著 『英 国
経済 史及 び学説』(32)を公 に し,不 惑 の 齢 には 稀襯 の 労作 『歴史的経済的展
望』(33)を世 に示 し,ド イツ歴 史学派 の 経済学 を大成 した シ ュモ ラー に対 し
て,云 わばイギ リス歴 史学派 の第一・人者た る風格 を表わ した。そのア シ ュレ
ーは1901年にバ ー ミソガ ム大学 の商学部教 授に任ぜ られ るや,経 済学 の現状
に嫌 らず,こ れ を拡充すべ きであ ると論 じて,在 来の政治経済学 に対す る経
営経 済学 を樹立 しなければな らない と力説す るのであ る。従 ってア シ ュレー
は,経 営経済学 において主 と して企業を取扱 い,こ れを資本調達 と外部市場
とに関連 せ しめての 『経営政策論』"BusinessPolicy"と,内部活動に関連
せ しめての 『経営管理論』"BusinessAdministration"との2部 門に大別す
るのであ る。1926年出版の著書は,ア シ=レ ーが偶 々デ ソマ ークの首都 コ ッ
ペ ソハ ーゲ ソの商科大学 で招聰 を受けて講義 した ものであ るが,序 文に記 さ
れ てい る通 り,そ れは久 し くバ ー ミンガム大学 で教 えて来 た学科課程の線に
沿 うものであ る。著書の分量 と しては僅か71ペ ージの小型本 であ るが,「熟
読玩味 しなければ いけ ない」 と上 田先 生は私に諭 された ことであ る。読後 の
私 の印象 の一つは,「 学 問に国境 な し」 と言 うけれ ども,「 学 者には国境が
あ る」 といふ ことであった。 そのわけは,ア シュ レー が 独逸流の私経済学
Privatwirtschaftslehreや経営学Betriebslehreの名称が余 りに排 他的 に会
計的臭味 を帯 び るの で好 ま し くない と断 言 しなが ら,而 も直 ぐにその舌の根
の乾かぬ先に,原 価 計算の重要性 を高調す るあた りの態 度が,英 独間の第一
次大戦が終 って まだ10年を経過 していない頃 として も,私 には納 得 し難いの
であ る。併 し,こ の点に こそ経営学 と会計学 との吻合を覚 ることも認め られ
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ア シュ レーは1926年このBusinessEconomicsの他 に,「商業教育」 に関す
る好著(34)を遺 し,翌 年 キ ャンタベ リーCanterburyの隠退先 で刻苦精励の
生涯を平和の裡に閉 じた。次 に記すBusinessEconomicsの結語は,既 に経営
学の将来を明示す る もの と して,感 銘深 く覚え る。
企業 外面 の 経営政 策"BusinessPolicy"の研 究 も,内 面 の 経 営 管 理
"BusinessAdministration"の全領 域 も,要 す るに,「素材は実際生活 か ら蒐
集せ らるべ きであって,そ の指 し示す結論は確 認 された経験 に よって提起せ
られ,且 つ合理的に説 明せ らるべ きであ る。 この ことが成 され るとき,経 営
経済学は有能な実業 家の養成 に貢献す るであ ら うし,そ れ 自体 興味あ る智識
体系 を形成す るであ らうし,更 に純 真な精神的訓練 とな るであ ら う。」
ア シ ュレーの伝 記を息女 ア ンヌAnneが 編纂 し,英 国国会議員 ボール ドウ
ィンStanleyBaldwinの序文 と バー ミソガム大学 名誉教授 ミューアヘ ッド
Muirheadの一章 とを添へ,1932年に出版 した書物(35)につい て旙 くと,ア
シュ レーの葬式 の際 には,特 に スエーデ ンの大僧正が参列 し,長 い歴 史のあ
る都会キ ャソタベ リーの古色蒼然た る伽藍 で,故 人の 中世期 への関心 や祖 国
愛 を追懐 した ことは極めて象徴 的であった と記 されてい る。併 し故人 が過去
にのみ興味をつ ないでいた と見 るのは不 十分で,寧 ろ国民的障壁 に よって妨
げ られない大 きな世界に故人 は眼を放 っていた と,伝 記の作者は注意 を喚起
してい る。 されば こそ同 じキ リス ト教 では あれ,外 国の他宗派 の黒色に包 ま
れ た式服が,英 国僧侶 の 白色礼装の 中に混 って 一点 目立 った光景 も 印象深
く,稽 ア クセ ン トの異 る声 で明瞭 に 「往事 は消滅 した。わが万事 を新 しくす
るのを看 よ。」 と教 訓を読 み上げ た と結ぶのであ る。 アシ ュ レーの経 営経済
学 の 自信に 満 ちた構想は,彼 の 「功利 的諸 研究 に 適用 され た 人道主義的精
神」"thehumanisticsPiritaPPIiedtoutilitarianstudies"を商科大学の
目的 とす る見解 に裏付け され るもの と理解す るとき,経 営学が単 な る致富,
皮層 の蓄財 の研究 に駐 まるものでない ことを強 く訴 えた くな るわけであ る。
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時は移 る。大正は15年を一週 日剰 したのみで,昭 和に入った。私の経営経
済学の反省は,そ れか らで も四十年,云 わば親子の年代になる。本誌の紙幅
と執筆の時間的制約のため,今 回の稿は尻切蜻蛉の慷いがあ るけれ ども,以
上を編集委員伊藤森右衛門教授の手にお渡 しす る次第である。改めて続稿の
ペソを握 りたい。(昭 和40年12月)
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